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独
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は
じ
め
に

硝
九
八
九
年

は
、
現
存
社
会
主
義
国

に
と

っ
て
画
期
的
な
年

に
な

っ
た
。

時
あ
た
か
も
、
イ
ギ
リ

ス
革
命

「
権
利

の
章
典
」
三
〇
〇
周

年
、

フ
ラ
ソ
ス
革
命
二
〇
〇
周
年

に
あ

た
る
。
ブ

ル
ジ

ョ
ア
民
主
主
義
権
力
よ
り
も
高
度
な
権
力
と
言
わ
れ
る
社
会

主
義
権
力

の
も
と
で
、

ソ
連

は
七
〇
年
余
、
中
国
、
東
欧
諸
国
は
四
〇
年
余
も

の
あ

い
だ
、
人
類

の
理
想
と
さ
れ
る

「
社
会
主
義
」
を
実
現
す

る
た
め
に
努
力
し

て
き

た
。

し
か
し
結
果
は
ど
う
で
あ

っ
た

の
か
。
現
実

に
存
在
す
る

ソ
連
、
中
国
、
東
欧

の
社
会
主
義

は
、

「
生
存

の
自
由
」

で
は

一
定

の
前
進
を
か
ち
得
た
も

の
の
、
近
代

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
革
命
が
提
起

し
た

一
連

の
問
題
、

と
り
わ
け
市
民
的
自
由
と
民
主
主
義

の
点
で
、
ブ

ル

ジ

ョ
ア
民
主
主
義

よ
り
も
劣

っ
て
い
る
こ
と
を
暴
露

し
た
。

一
九
八
九
年

六
月
、
中
国
青
年
学
生

の
民
主
化
を
求
め
る
天
安
門
事
件

は
敗

北
し
た
。
だ
が
同
じ
年
、
東
欧

の
勤
労
市
民
は
、
共
産
党

の

「
開
発
独
裁
」
体
制

に
反
対
し
、
民
主
主
義
革
命

に
勝
利
し
た
。
東
欧
革
命

の
影
響

の
も
と
に
、

一
九
九
〇
年
三
月
、

ソ
連

で
は
、
共
産
党
独
裁
体
制

に
終
止
符
を
打
ち
、
複
数
政
党
制
に
道
を
開
く
大
統
領
制
が
導

入
さ
れ
、
ゴ

ル
バ

チ

ョ
フ
が
初
代
大
統
領

に
選
出

さ
れ
た
。
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一
九

八
九

年

の
夏

か
ら
冬

に
か
け

て
、

ポ

ー

ラ

ン
ド
、

ハ
ソ
ガ

リ
ー
、

東

ド

イ

ツ
、

チ

ェ
コ
ス

ロ
バ

キ

ア
、
ブ

ル
ガ

リ

ア
、

ル
ー

マ
ニ

ア
で
、

あ

い
つ

い
で
共
産

党

政
権

が
崩

壊

し
、

一
党

独

裁
体
制

に
終

止

符
が

打

た
れ

た
。
文

字

ど

お
り

こ
れ

は
革

命

で
あ

っ
た
。

こ

の
革

命

の
影
響

を

う
け

て
、

ユ
ー
ゴ

ス
ラ
ビ

ア

に
お
け

る
共
産

主
義

者

同
盟

の

一
党
支

配

体
制
も

、

ほ

こ
ろ
び

始

め
た
。
東

欧

社
会
主
義

八

力

国

の
う

ち

で
、
今

回

の
東

欧
革

命

の
圏

外

に

お
か
れ

た

の
は
、
鎖

国
体

制

を

と
る

ア

ル
バ

ニ
ア

一
国

の
み

で
あ

る
。
特

に
注

目

し
た

い

の

は
、
今

回

の
東
欧

革
命

が

、

ル
ー

マ

ニ
ァ
を
例
外

と

し

て
、

無

血

の
平

和
革

命

で
あ

っ
た

こ
と

で
あ

る
。

革
命

の
性
格

は
民

主
主
義

革
命

(
1

)

で
あ
り
、
革
命

の
担

い
手

は
勤
労

市
民
で
あ

っ
た
。
勝
利
し
た
の
は
勤
労
市
民
だ
か
ら
、
東
欧
市
民
革
命
と
呼
ん
で
も
よ
い
。

東
欧
革
命
と

「
開
発
独
裁
」
体
制
の
終
末

東
欧
革
命

の
国
際
的
背
景

東
欧
革
命

の
勝
利
を
考
え
る
上
で
、

米

ソ
両
大
国

の
動
向
を
無
視
す
る
こ
と
ば
で
き
な

い
。
も
し
ソ
連
が

軍
事
介
入
し
た
な
ら
ば
、
東
欧
革
命

は
流
血

の
う
ち
に
流
産
し
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

の
軍
事
介

入
の
お
そ
れ
が
あ

っ
た

な
ら
ぽ
、

ソ
連

は
確
実
に
東
欧
革
命

に
軍
事
介
入
し
た
で
あ
ろ
う
。
米

ソ
の
不
介
入
が
、
東
欧
革
命

の
勝
利
を
可
能

な
ら
し
め
た
の
で
あ

る
。
今
日

の
米

ソ
両
国
は
、
依
然
と
し
て
大
国
で
あ
る
が
、
世
界

の
憲

兵
で
あ

っ
た
昔
日

の
面
影
は
な
く
、
東
欧
革
命

の
よ
う
な
世
界
史

的
大
革
命

に
軍
事
介
入
す

る
力
は
な
く
な

っ
た
の
で
あ
る
。

東
欧

に
社
会
主
義
政
権
が

で
き

た
の
は
、
第
二
次
世
界
大
戦

(
一
九
三
九
-

一
九
四
五
)
に
お
け

る
ド
イ
ツ
の
敗
北
と

密
接

に
関
連
し
て

お
り
、
ド

イ
ッ
か
ら

の
東
欧

の
解
放

に
あ

た

っ
て
は
、

ソ
連
軍

の
力
が
大
き

な
役
割
を
果
た
し
た
。

ソ
連

は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後

の
ヤ

ル
タ
体
制

の
も
と
で
、

ア
メ
リ
カ
の
明
示
的
あ
る

い
は
黙
示
的
了
解
を
得
て
、
東
欧
を
自
国

の
勢
力
圏
と
し
て
支
配
し
つ
づ
け

る
こ
と
が

で
き
た
。

こ
う
し
て
、

い
わ
ば

ソ
連

の
占
領
地
域

に
ソ
連
型
社
会
主
義

の
ミ

ニ
チ

ュ
ア
と
し
て
生
み
だ
さ
れ
た
の
が
、
東
欧

の
社
会
主
義

で
あ

っ
た
。
東
欧
諸
国
は
、
軍
事

的

に

は

ワ

ル
シ

ャ
ワ
条
約
機
構

(友
好
協
力
相
互
援
助
条
約
、

一
九
五
五
年
締
結
)、
経
済
的
に
は

コ
メ

コ
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ソ

(経
済
相
互
援
助
会
議
、

一
九
四
九
年
発
足
)

に
組

み
込

ま

れ
、

事

実

上
、

ソ
連

の
支

配

下

に
お
か

れ
て
き

た
。

東
欧

諸

国

は
、

ソ
連

の
意
向

に
そ

わ
な

い
内

政
外

交

政
策

を
行

う

こ
と

は
許

さ
れ
ず

、
も

し
自

主

独
立

の
政

策
を
行

お
う

と
す

れ
ば
、

ソ
連

の
直

接
あ

る

い
は

間
接

の
影

響
力

行
使

に
よ

っ
て
、

そ

の
試

み

は
潰

さ

れ

て
き

た
。

た
と
え

ば
、

一
九

四

八
年

の

ユ
ー
ゴ

ス
ラ
ビ

ア

「
破
門
」
、
東

欧

諸

国

に
お
け

る

チ

ト
ー
主
義

者

の
追
放

、

同

じ
年

の
チ

ェ
コ
ス

ロ
バ

キ

ア
政
変

、

一
九

四

九
年

の
ド

イ

ッ

の
東

西
分
裂
、

一
九

五
六
年

の
ポ

ー

ラ

ソ
ド

「
人

民
蜂
起

」
、

ハ
ソ
ガ

リ

ー

の
反

ソ

「
人
民
蜂

起
」
、

一
九

六
八
年

の

「
プ

ラ

ハ
の
春

(
チ

ェ
コ
ス
ロ
バ
キ

(
2

)

ア
)」

へ
の
軍
事
介
入
、

一
九
八

一
年

の
ポ
ー
ラ
ソ
ド

の
戒
厳
令
施
行
に
は
、

い
ず
れ
も

ソ
連
が
直
「接

に
関
与
し
て
い
た
。

ソ
連

で
進
行
中

の
ペ
レ
ス
ト

ロ
イ
ヵ
は
、
対
外
政
策

に
お
い
て

い
ち
じ

る
し
い
。

ソ
連

は
、

ア
メ
リ
カ
と

の
軍
事
対
決
を
止
め
、
和
解

と
協
力

の
道
を
模
索

し
は
じ
め
て
い
る
。
対
東
欧
政
策

で
は
、

一
九
六
八
年

の
チ

ェ
コ
ス

ロ
バ

キ
ァ
改
革
運
動

へ
の
軍
事
介
入
を
正
当
化

す

る
た
め
に
発
明
さ
れ
た
ブ

レ
ジ
ネ
フ

・
ド

ク
ト
リ
ン
(制
限
主
権
論
)

東
欧
諸
国
は
制
限
さ
れ
た
主
権

し
か
も
ち
得
な

い
ー
1

は
、
放

棄

さ
れ
た
。

こ
れ
こ
そ
、
東
欧
革
命
を
平
和
裡
に
成
就

さ
せ
た
決
定
的
な
国
際
的
条
件

で
あ

っ
た
。
蛇
足
で
あ
る
が
、

一
九
八
九
年

一
二

月
、
遅
き

に
失
し
た
が

ソ
連
政
府

は
、

チ

ェ
コ
ス

ロ
バ

キ
ア

へ
の
軍
事
介
入
を

「
誤
り
」

で
あ

っ
た
と
す

る
公
式
声
明
を
発
表
し
て
い
る
。

東
欧
革
命
の
国
内
的
背
景

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
と
ア

ル
バ

ニ
ァ
を
除
く
東

欧
社
会
主
義
国
で
は
、
建
国
時
か
ら
東
欧
革
命
ま
で
、

ソ
連

の
大
国
主
義
的
介
入
に
加
え

て
、

ソ
連

に
迎
合
す
る
小
型

ス
タ
ー
リ

ソ
主
義
が
支
配

し
つ
づ
け
、

い
わ
ゆ

る

ス
タ

ー

リ

ソ
型
社
会
主
義

(途
上
国
型
社
会
主
義
)
が
、

一
九
八
九
年

の
東
欧
革
命

ま
で
存
続
し
た
。

ソ
連

の
介
入
を
排

し
た
自
主
管
理
社
会
主
義

の
国

ユ
ー
ゴ

ス
ラ

ビ
ア
も
、

共
産
主
義
者
同
盟

の

一
党
支
配

の
国
で
あ
り
、

ま
た
ソ
連

に
反
旗

を
ひ
る
が
え

し
た
ア

ル
バ

ニ
ア
も
、
実
質
的
に
は

ス
タ
ー
リ

ソ
型
社
会
主
義

の
国
で
あ

っ
て
、
広

い
意
味
で
は
、
共
産
党

の

「
開
発
独
裁
」
体
制
を
特
徴
と
す
る
途
上
国
型
社
会
主
義

の
国
で
あ

っ
た
。

そ

の
ス
タ
ー
リ

ン
型
社
会
主
義

が
、
東
欧
各
国

の
勤
労
市
民

に
よ

っ
て
徹
底
的

に
批
判
さ
れ
、
そ

の
政
治
経
済
体
制
を

つ
く
る
上
で
大

き
な
カ
を
ふ
る

っ
て
き

た
共
産
党
政
権
は
、
東
欧
革
命

に
よ

っ
て
打
倒
さ
れ
た

の
で
あ

る
。
東
欧
革
命

は
、
政
治
的

に
は
、
共
産
党

の

一
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党
独
裁
体
制
を
廃

し
て
民
主
化
を
進

め
、
複
数

政
党
制
と
政
権
交
代
制
、

つ
ま
り
議
会
制
民
主
主
義

の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。
経
済
的

に
は
、
中
央
集
権
的
統
制
経
済
制
度
を
廃
止

し
、
制
限
さ
れ
た
市
場
経
済
制
度

(民①σ・爵

邑

屋

H犀
雲

。
8
8
日
団
。。団
。・冨
日
)

へ
の
移
行
を
目
指

し
て
い
る
。
現
在
進
行
中

の
東
欧
革
命

の
背
後

に
は
、

ソ
連
支
配

に
対
す

る
勤
労

市
民

の
反
発
、
市
民
的
自
由

の
抑
圧

に
対
す
る
抵
抗
、

共
産
党
政
権

の
腐
敗
に
対
す
る
憤
激
、
経
済

・
科
学
技
術

の
停
滞
と
市
民
生
活

の
窮
追

に
対
す
る
抗
議
が
あ

っ
た
。

共
産
党
独
裁
体
制
の
長
期
化
と
腐
敗

東
欧
社
会
主
義
国
に
共
通
し
た
政
治
体
制

の
特
微
は
、
第

一
に
共
産
党

「
開
発
独
裁
」
体
制
が

し
か
れ
た
こ
と
、
第
二
に
共
産
党
政
権
が
長
期
永
久
政
権
と
し
て
君
臨
し
、
腐
敗
が
進
行
し
た
こ
と
、
第
三
に
共
産
党
政
権
批
判

の
自
由

が
欠
如
し
て
い
た
こ
と
、

の
三
点

で
あ
る
。

第

一
の
特
徴

で
あ

る
が
、
東
欧

で
は
ソ
連

の
政
治
制
度

に
な
ら

っ
て
、
共
産
党
独
裁
体
制
が
し
か
れ
、
事
実
上
、
共
産
党
以
外

の
政
党

の
存
在
は
許
さ
れ
な
か

っ
た
。
共
産
党
以
外

に
政
党

の
よ
う
な
も

の
が
存
在

し
た
国
も
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
翼
賛
政
党

で
あ
り
、
政
権
交

代
を
要
求
す

る
野
党

の
存
在

は
許
さ
れ
な
か

っ
た
。
立
法
府
と
し
て

の
国
会

(議
会
)
は
形
骸
化

さ

れ
、

国
会
も
、
国
会
議
員
も
、
権
限

ら
し

い
権
限

は
も

っ
て
い
な
か

っ
た
。
国
会
議
員
選
挙
も

お
ざ
な
り
で
、
議
員
は
す
べ
て
、
共
産
党
員

か
共
産
党

の
同
調
者

で
あ

っ
た
。

執
行
府
と
し
て
の
政
府

は
、
共
産
党
政
府

で
あ
り
、
共
産
党
が
決
め
た
政
策
が
政
府

の
政
策

で
あ

っ
た
。
党
と
政
府
は
癒
着
し
て
お
り
、

党

の
最
高
指
導
者

で
あ
る
書
記
長
あ

る
い
は
総
書
記

の
類

い
が
そ

の
国

の
最
高
指
導
者

で
あ

っ
た
。
司
法
府

の
独
立
も
明
確

で
な
く
、
党

の
権
威
が
優
先

し
、
違
憲
立
法
審
査
権
、
法
治
主
義
、
法

の
下

の
平
等
も
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
た
。

東
欧
諸
国
は
、

ソ
連

に
な
ら

っ
て
、
憲
法

に

「
共
産
党

の
指
導
性
」
規
定
を
も
り
こ
み
、

こ
の
規
定
を
、
共
産
党

の
権
力
独
占
、
絶
対

的
支
配

の
根
拠
と
し
て
き

た
。
国

の
内
外
政
策
や
基
本
方
針
、
政
府
や
主
要
企
業

の
人
事
、
経
済
活
動
な
ど
全
般

に
わ
た

っ
て
、
共
産
党

の
意
志
、
指
導
が
優
先
し
た
。
し
か
し
、
今
回

の
東
欧
民
主
主
義
革
命

で
、
勤
労
市
民

の
共
産
党
批
判

は
極
限
に
達

し
、
憲
法

の

「
共
産

党

の
指
導
性
」
規
定

は
、

ハ
ソ
ガ
リ
ー
、
チ

ェ
コ
ス

ロ
バ
キ
ァ
、
ポ
ー
ラ
ソ
ド
、
東
ド
イ

ツ
、
ブ

ル
ガ
リ
ア
、

ル
ー

マ
ニ
ア
で
、
放
棄
さ
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れ

る

か
削

除

さ

れ

る
に

い
た

っ
た

(周
辺
革
命
の
影
響
を
う
け
、

テ

ゴ
ス
ラ
ピ
ア
・

蓮

も

こ
の
規
定
を
削
髄

・

第
二

の
特
徴
は
、
共
産
党
政
権
が
長
期
永
久
政
権
と
し
て
存
続
し
、
腐
敗

し
た

こ
と

で
あ

る
。
「
権
力

は
腐
敗
す
る
、
絶
対
的
権
力

は

絶
対

に
腐
敗
す

る
」
と

い
う
格
言
が
あ

る
が
、

一
党
独
裁
体
制
を
し
く
共
産
党
政
権

の
場
合
も
例
外
で
は
な

い
。

共
産
党

の
ピ

ラ
ミ

ッ
ド

型

タ
テ
割
り
権
力
組
織

に
対
応
し
た

コ
ネ
と
ワ
ィ

ロ
の
政
治
経
済

シ
ス
テ
ム
が

で
き
あ
が
り
、

コ
ネ
次
第
、
ワ
イ

ロ
次
第
で
公
的
政
策
が

ね
じ
ま
げ
ら
れ
、
構
造
的
腐
敗
が
蔓

延
し
た
。
今
回

の
東
欧
革
命
で
は
、
共
産
党
幹
部

の
不
正
腐
敗
が
批
判
さ
れ
、

ル
ー

マ
ニ
ア
で
は
チ

ャ
ウ

シ

ェ
ス
ク
書
記
長

一
族

の
、
東

ド
イ
ツ
で
は
ホ
ー
ネ

ッ
カ
ー
書
記
長
ら

の
贅
沢
な
生
活
が
暴
露
さ
れ
た
。
共
産
党

11
政
府
幹
部

の
子

女

の
裏

口
入
学
、
裏

口
留
学
、
裏

口
就
職
、

コ
ネ
昇
進
は
公
然

の
秘
密

で
あ
り
、
幹
部
用
特
別
店
舗
が
あ
り
、
住
宅
や
乗
用
車

の
優
先
的

(
4

)

入
手
も
あ
る
。

専
制
的
抑
圧
者

に
対
す

る
勤
労
市
民

の
不
満

は
爆
発
し
、
た
と
え
ば
、
チ

ャ
ゥ
シ

ェ
ス
ク
大
統
領
夫
妻

は
処
刑
さ
れ
、
彼

の
私
党

の
ご

と
き
存
在
に
堕
落

し
、
勤
労
市
民
を
弾
圧
し
て
き

た
旧

ル
ー

マ
ニ
ア
共
産
党

(革
命
前
の
党
員
数
三
七

一
万
人
)
は
、
離
党
者
が
あ

い
つ
ぎ
、

消
滅
し
た
。

ル
ー

マ
ニ
ア
以
外

の
東
欧

の
共
産
党

で
も
離
党
者
が
あ

い
つ
ぎ
、
解
党

の
危
機

に
直
面
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
共
産
党

は
・

一
党
独
裁
を
放
棄

し

(放
棄
さ
せ
ら
れ
)、
特
権
を
失

い

(奪
わ
れ
)、
諸
政
党

の

一
つ
と

し

て
活
動
す

る
こ
と
に
な

っ
た
。
動
労
市
民

の
支

持
を
失

っ
た
共
産
党

の
前
途

は
き
び
し
い
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
社
会
主
義
労
働
者
党

(共
産
党
)
は
、
臨
時
党
大
会
を
開
き
、
新
綱
領

を
採
択

し
、

社
会
党
と
党
名
を
変
え
、
民
主
主
義

的
社
会
主
義

の
実
現
を
め
ざ
す

こ
と

に
な

っ
た
。

ド

イ

ツ
社
会
主
義
統

一
党

(共
産
党
)
は
、
臨
時
党
大
会
を
開
き
、
民
主
社
会
党
に
改

名

し
、
再
出
発

し
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
統

一
労
働
党

は
、
党
解
散
大
会
を
開
き
、
あ
ら
た
に

「
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
社
会
民
主
主
義
」
を
結

成

し
た
。

チ

ェ
コ
ス
ロ
バ

キ
ア
共
産
党
は
、
臨
時
党
大
会
を
開
き
、
民
衆
抑
圧
政
策
を
自
己
批
判
し
、
指
導
部
を

一
新
す

る
と
と
も
に
・

新
行
動
綱
領
を
採
択

し
た
。
ブ

ル
ガ
リ
ア
共
産
党
は
、
党
名
を
社
会
党

に
変
え
、
選
挙
法
改
正

に
賛
成
し
、
自
由
選
挙
で
国
民

の
信
を
問
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う

こ
と
に
な

っ
た
。

ル
ー

マ
ニ
ア
の
勤
労

市
民

は
、
旧
共
産
党
員
か
ら
成

る
救
国
戦
線
評
議
会
政
府

に
対
し
て
疑
念
を

い
だ
き
、

い
わ
ゆ

る

「
自
由
選
挙
」

に
よ
る

ル
ー

マ
ニ
ア
共
産
党
権
力

の
復
活

に
反
対
し
て
い
る
。

第
三

に
・
市
民
的
自
由
、
情
報

の
公
開
、
民
主
主
義

の
欠
如
、

つ
ま
り
勤
労
市
民

の
共
産
党
政
権
批
判

の
自
由

の
欠
如
が
、
東
欧
社
会

主
義

に
共
通

の
特
徴

で
あ

っ
た
。
共
産
党
政
権
を
批
判
す
る
野
党
、
政
権
交
代
を
せ
ま
る
野
党
が
存
在

し
な
か

っ
た
現
存
社
会
主
義
国
で

は
・
共
産
党
内
部

の
相
互
批
判
と
、
世
論
を
代
表
す

る

マ
ス
コ
ミ
の
共
産
党
政
権
批
判
が
重
要
な
意
味
を
も

つ
。

し
か
し
実
状

は
、
共
産

党
内
部

の
相
互
批
判

に
も
、

マ
ス
コ
ミ
に
も
期
待
で
き
な
か

っ
た
。

「
下
級

は
上
級

に
従
う
」
、
「
少
数

は
多
数

に
従
う
」
、
「
地
方
は
中
央
に
従
う
」
、
「
民
主
集
中
制
」
と

い
う
党
規
約

の
も

と

で
、
共
産
党

内
部

の
民
主
主
義

は
衰
弱
し
、
共
産
党

の
官
僚
制
化
が
進
み
、

一
般
党
員
、
と
り
わ
け
党
機
関

の
専
従
党
員

は
、
批
判
的
精
神
を
失

い
、

自
己
保
身

の
こ
と
な
か
れ
主
義

に
流
さ
れ
て
し
ま

っ
た
。
「
書
記
長
↓
政
治
局

(幹
部
会
)
↓
中
央
委
員
会
↓
地
方
委
員
会
↓
市
委
員
会
↓

地
区
委
員
会
↓
支
部
委
員
会
↓
支
部
」

と

い
う
ピ

ラ
ミ

ッ
ド
構
造

の
党
組
織
で
は
、
上
意
下
達
が
普
通
と
な
り
、

一
般
党
員

の
幹
部
批
判
、

下
部
機
関

の
上
部
機
関
批
判
は
、
困
難

に
な
る
。
幹
部

の
選
出
、
交
代

の
方
法
も
曖
昧

で
あ
り
、
人
事
は
よ
ど
む
。
密
室

の
な
か
で
再
選

　
　

　

に
再
選
を
重
ね
、
十
年
、
二
十
年
、
三
十
年
も
要
職
、
た
と
え
ば
書
記
長

の
座
に
居
座

る
人
物
が
現
れ
る
。
正
当
な
批
判
者
が
弾
圧
さ
れ

た
り
、
職
を
失
う
。
共
産
党

の
政
策
や
方
針

に
反
対

し
た
が
た
め
に
、
収
容
所
や
刑
務
所
、
精
神
病
院

に
送
ら
れ
る
、
と
い

っ
た
こ
と
が

起

こ
る
。
だ

い
た
い
、
共
産
党
内
部

の
相
互
批
判
や
自
浄
作
用
が
常
時
適
切
に
機
能
し
て
い
た
な
ら
ぽ
、
今
回

の
東
欧
革
命
な
ど
起
こ
ら

な
か

っ
た
し
、
不
必
要
で
あ

っ
た
。

テ
レ
ビ
や
新
聞
と

い
っ
た

マ
ス
コ
ミ
の
政
治
批
判

に
つ
い
て
は
、
ど
う
だ
ろ
う

か
。

=
高
で
い

っ
て
ま

っ
た
く
期
待

で
き
な

い
。

マ
ス

コ
ミ
組
織

に
も
中
央
に
直
結
す

る
共
産
党
支
部
が
あ
り
、
要
所
要
所

に
は
共
産
党

の
幹
部
が

い
る
。
彼
ら
は
、
時

の
共
産
党
政
権

の
内
外

政
策
や
方
針

に
対
す

る
正
当
な
批
判
、
共
産
党

・
政
府
幹
部

の
不
正
や
腐
敗

の
当
然

の
暴
露
を
許

さ
な

い
の
で
あ
る
。
な
ぜ
そ
ん
な
こ
と
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を
す
る

の
か
。

そ
れ
は
、
「
共
産
党
無
謬

論
と
い
う
神
話
を
守

る
た
め
で
あ
る
。
情
報

の
公
開
、
言
論

の
自
由
と
い

う
点
で
・
現
存
社

会
主
義
国
は
決
定
的
に
遅
れ
て
い
た
。

ペ
レ
ス
よ

イ
カ

の
も
と
で
の
ソ
連
、
今
回

の
よ
う
な
東
欧
革
命

の
際
に
は
、
権
力

の
統
禦

ゆ
る
ん
だ
た
め
・

マ
ζ

ミ
の
報
道

は

か
な
り

の
程
度
自
由
化
さ
れ
、
曇
自
論

の
畠

と
情
報

の
公
開
が

蒔

的
に
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、

蓮

の
ス
字

リ

ン
批
判
・
中
国

の
毛

沢
東
批
判
、
東
ド
イ
ッ
の
ホ
ー
ネ

ッ
空

批
判
、

チ

ェ
員

『
ハ
キ
ア
の
フ
マ

ク
批
判
、

ハ
ン
ガ
リ
ゐ

多

ル
批
判
・
ブ

ル
ガ

リ
ア

の
ジ
フ

コ
フ
批
判
、

ル
↓

ニ
ア
の
チ

ャ
ウ
シ

、
ス
ク
批
判
、
朝
鮮

の
金

日
成
批
判
な
ど

雇

に
指
導
者
批
判

は
・
同
時
代

に
行
わ
れ
て

、」
そ
意
義
が
あ
る
。
彼
ら

の
死
後
や
失
脚
後
、
引
退
後
に
、

い
く
ら
大

々
的
に
批
判
が
行
わ
れ
た

と
し
て
も
・
そ

の
政
治
的
現
実
的
意
義

は
減
殺
さ
れ
ざ

る
を
得
な

い
。
結
論
的

に
菅
、
っ
て
、
東
欧

の
勤
労
市
屡

、
共
産
党

の

一
党
独
裁
体
制

に
反
対
し
・
市
民
的
畠

と
民
主

主
義

の
実
現

の
た
め
に
立
ち
あ
が

っ
た

の
で
あ
る
。
東
欧
革
命
は
、
文
字
通
り
、
市
民

の
民
主
主
義
革
命

で
あ

っ
た
。

東

欧

の
経

済

的

破

綻

東
欧
各
国
に
連
鎖
的
民
主
革
命
を
も
た
ら
し
た
有
力
な
原
因
の
;

は
、
東
欧
経
済
を
律
し
て
き
た
中
央
集
権
的

「
計
画
」
経
済
の
破

綻

で
あ
る
。
今
後
建
設
し
て
ゆ
く
新

し
い
政
治
制
度

の
成
否
も
ま
た
、
そ
れ
を
支

え
る
新
し

い
経
蒲

度

の
馨

に
依
存

し
て

い
る
・
社

会
主
義

国
で
も

っ
と
も
長
い
歴
史
を
も

つ
の
は
ソ
連

で
あ
る
。
そ

の
蓮

三

九
八
九
年
夏
、
ク
ズ
バ

羨

鉱
労
讐

+
万
人

の
ス
ト
ラ

イ
キ
が
起

.」
っ
た
。
労
働
者

は
、
体

を
洗
う

タ
オ
ル
碧

鹸
、
作
響

や
洗
剤
、
夜
勤
労
働
者

の
食
事

の
不
足
を
訴
え
・

こ
れ

で
協

け

な

い
、
政
府

は
至
急

、
物

不
足

を
解

決

せ
よ
、
と
要

求

し
た
。

物

不
足

は

ク
ズ

バ

ス
に
か
ぎ

ら
な

い
。

西
側

か
ら
洗

剤

や

パ

ソ

ス
ト
を

緊
急
輸

入
し

た
、
と

い
う

モ

ス
ク
ワ
発

の

二

↑

ス
が

日
本

の

新
聞
に
嚢

さ
れ
た
り
す
る
。
ソ
連
の
物
不
足
に
叢

さ
れ
る
経
済
的
困
離

、
東
馨

国
に
共
通
す
る
経
済
的
困
難
で

も
あ
る
・
た
と
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え
ぽ

ル
ー

マ
ニ
ア
で
は
、
西
側

へ
の
債
務
返
済

の
た
め
、
国
民
が
必
要
と
す

る
食
糧
品
ま
で
西
側

に
輸
出
す

る
と
い
う
飢
餓
輸
出
を
強
行

し
て
・
二
三
〇
〇
万
人
国
民
を
苦
し
め
た
。

ポ
ー
ラ
ソ
ド
や

ユ
ー
ゴ

ス
ラ
ビ
ア
で
は
、

イ
ソ
フ

レ
ー
シ

ョ
ソ
が
荒
れ
狂

い
、

一
年
間
に
物

価
が
何
倍
・
何

十
倍

に
も
上
昇

し
、
低
所
得
階
層
や
年
金
生
活
者
を
直
撃

し
て
い
る
。

チ

ェ
コ
ス

ロ
バ
キ
ア
や
ブ

ル
ガ
リ
ア
の
工
業
製
品

や
農
産
物

は
、
国
際
競
争
力
を
失

っ
た
。
東
ド
イ
ツ
や

ハ
ソ
ガ
リ
ー

の
経
済
も
、

一
九
八
〇
年
代
後
半
に
入

っ
て
急
速

に
悪
化
し
、

ゼ
ロ

成
長

に
近
づ

い
て
し
ま

っ
た
。

ソ
連

・
東
欧
圏
で
は
、
生
活
水
準

の
向
上
ど

こ
ろ
か
低
下

.
悪
化
が
現
実
化
し
た
。

経
済
成
長
率

の
急
激
な
低
下
、
国
家
財
政

の
赤
字
、
貿
易
収
支

の
赤
字
、
累
積
債
務

の
返
済

不
能
と
国
際

信
用

の
失
墜
、
陳
腐
化
し
た

産
業
構
造
・
経
済

不
均
衡

の
深
化
、
経
済
効
率
と
競
争
力

の
低
下
、
勤
労
意
欲

の
低
下
、
賃
金
水
準

の
凍
結
、
イ
ソ
フ
レ
と
物
価
騰
貴
、

物

不
足
、
市
民
生
活

の
困
難
。

こ
う

し
て
革
命

の
年

一
九
八
九
年

に
、
東
欧
各
国

の
経
済
は
、
積
年

の
弊
害
を
噴
出
し
、
完
全
な
機
能

不

全

に
お
ち

い

っ
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。

国
家
統
制
経
済
制
度

の
破
綻

ソ
連

に
な
ら

っ
て
東
欧
各
国
は
、
中
央
集
権
的

「
計
画
」
経
済
制
度
を
採
用
し
て
き
た
。
端
的

に
言

っ

て
ソ
連
型

の

「
開
発
独
裁
」
社
会
主
義

の
経
済
管
理

シ
ス
テ
ム
は
、
①
す
べ
て
の
国
有

企
業

と
集
団
農
場

に
対
し
て
、
政
府
が
上
か
ら
計

画
課
題
を
与
え
、
そ
れ
に
見
合

っ
た
設
備
機
械
、
原
料
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
な
ど

の
供
給
を
政
府
が
保
障
す
る
、
②

国
有

企
業
と
集
団
農
場
は
、

そ

の
生
産
物
を
政
府

に
納

入
し
、
計
画
課
題

の
遂
行
実
績

に
よ

っ
て
評
価
さ
れ
る
、
と

い
う

シ
ス
テ
ム
で
あ

っ
た
。
市
民

の
消
費
経
済
を

み
る
と
・
政
府

は
賃
金
総
額
を
計
算

し
て
決
定

し
、
市
民
消
費
財

の
生
産

は
政
府

の

「
計
画
」

に
も
と
つ

い
て
行
わ
れ
、
主
と
し
て
国
営

商
業
網
を
通
じ
て
販
売
さ
れ
た
。

公
式

に
は
私
企
業
が
廃

止
さ
れ
、
市
場
が
消
滅
し
た
国
営
経
済
体
制

の
も
と
で
は
、
国
家
計
画
委
員
会
を
は
じ
め
中
央

の
経
済
関
係
官

庁

は
、
資
金

・
資
源

・
労
働
力

の
配
分
権
を
も
ち
、
各
種

の
許
認
可
権
を
独
占
し
て
絶
大
な
権
限
を
傘
下

の
企
業

に
ふ
る

っ
て
き
た
。
行

政
的
で
官
僚
的
な
経
済
管
理

シ
ス
テ
ム
が
、
国
民
経
済
や
企
業
を
動
か
し
て
き

た
の
で
あ
る
。
管

理
者
と
労
働
者

.
職
員

の
分
断
化
、
労
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表1ヨ ー ロツパ経 済圏(1988年)

lGNP(GDP)億 ドル

E C

EFTA

東 欧6力 国

合計(大 欧州)

47,400

s,700

9,500

人 口(万 人)

32,304

s,Zoo

12,200

63.600 47,700

(参考)

日 本

米 国

ソ 連

中 国

2s,600

48,800

a5,400

3:840

1 12,000

1 24,200

27,800

104,000

(出 所:IFS統 計,国 連 統 計 年 鑑 よ り作 成)

EC12力 国 … … 西 ドイ ツ,フ ラ ン ス,イ ギ リス,イ タ リア,オ ラ ン ダ,ベ

ル ギ ー ル ク セ ソ ブ ル ク,デ ン マ ー ク,ア イ ル ラ ン ド,ギ

リシ ヤ,ス ペ イ ソ,ポ ル トガ ル

EFTA6ヵ 国 … … ス ウ 晶 一 デ ン,ノ ル ウ 呂 一 フ ィ ソ ヲ ソ ド,ア イ ス ラ ソ

ド,オ ー ス ト リア,ス イ ス
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表2東 欧諸国の経済力比較(1990年)

国 名

東 ド イ ツ

チ ェ コス ロバ キ ア

ポ ー ラ ソ ド

人 口(
万 人)

1,664

1,557

3,766

一 ソ ガ リ ー11・ ・6・

ノレ

ブ ル

一 マ ニ ア

ガ リ ア

東 欧6力 国合 計

面 積(
1,000kma)

cos

128

313

93

2,294 238

897

11,239

111

991

GNP

(億 ドル)

2,072

1,582

2,763

・

1,513

s7s

9,524

一 人 当た り

GNP(ド ル)

12,480

10,X40

7,270

8,660

5,490

?,510

平 均8,474

加盟状況
ガ ッ トIMF

X X

0 D

0 0

0 0

0 0

● O

(参考)

ユ ー ゴ ス ラ ビ ア1島342i

ソ

25611,541 6,530Q

連12&3・ ・122,4・2125,353

V

&85・1● O

(出 所:CIA,HandbookofEconomicStatistics,1989よ り作 成)

ガ ッ ト,IMF加 盟 状 況 … … ○ 加 盟,x未 加 盟,△ 申 請 中,● オ ブ ザ ー バ 参 加

図2ソ 連 ・東欧 と 日米 欧の貿易

(88年の輸出額,単 位:億 ドル)

○
377

sa3

(う ち西 欧147)

ユ99

㊦
(出所:OECD統 計 よ り作成)
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表 き ソ連 ・東欧の対西側債務 (億 ドル)

81 82 83 84 85 86 87 88

ソ連(総 債務)

(D.S.R.%)

265

22

267

19

23fi

14

225

15

280

19

331

22

ss7

23

380

21

東 ドイツ (総 債 務)154130122113144157199200

(D.S・R・%)7567464141495262

ポー ラソ ド (総 債 務)259265266269298336393373

σ)S・R・%)1631731319581546868

チ ェ コス ロバ キ ア(総 債 務)

(D,S,R.%)

464036313543

].?12012011?11?11?

54f57

19116

ハ ン ガ リー (総 債 務)

(D.S.R./)

87180f83188111?115111771168

4ZI36135146153159147152

ル ー マ ニ ア (総 債 務)10298897266656040

(D.S.R.%)3646352527282922

ブルガ リア (総 債 務)

(D.S.R,%)

32130125122(37
ziz42ilis(i5

ユ ー ゴス ラ ビア(総 債 務)168

(D・S.R.%)4

51163f73

32i32136

1781195

1213

(出 所:OECD,FinancialMarketTrends,Na42,1988,WorldDebtTables,1988-89年 版 よ り作

成,88年 数 字 は 予 測)

D・S.R.(%)黙(元 利 返 済 額 ÷ 財 輸 出 額)x100

裏4賃 金比較(1988年)

ア

蝋

ド

連

ス

ッ

カ

本

キく

リ

ソ

ノ

リ

イ

リ

ロ

ガ

ラ

スコ

ソ

脚

ギ

ド

メ

エチ

ハ

ポ

ソ

イ

西

ア

日

2.45

1.70

1.35

1.84

10.5fi

I8.07

13.90

13.14

(出所 言『欧州 ・最後の革命』 日本経済新聞社,1990年 。製造業労働者の時

間当た り平均賃金,単 位 ドル)
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働
者

・
職
員
内
部

の
階
層
化
が
進
み
、
経
済
活
動
に
お
け

る
人
間
的
要
因
は
軽
視
さ
れ
、
勤
労
市
民
は
員
数
視
、
労
働
資
源
視
さ
れ
る
に

い
た

っ
た
。

朝
令
暮
改

の
官
僚
的
命
令
的
経
済
管
理

シ
ス
テ
ム
の
も
と
で
、
企
業

の
自
主
的
活
動
は
封
じ
ら
れ
、
現
場

の
管
理
者
や
労
働
者

の
勤
労

意
欲
は
低
下
し
た
。
長
年

の

「
不
足

の
経
済
」

の
も
と
で
、
質

よ
り
も
量
を
重
視

し
た
経
済
活
動
が
あ
た
り
ま
え
と
な

っ
た
。
企
業
間
競

争
や
経
営
的
刺
激
が
欠
け
て

い
る
た
め
、
製
品
管
理
や
品
質
向
上
、
新
製
品
開
発

や
技
術
革
新
、

コ
ス
ト
切
り
下
げ
、
生
産
性
向
上

は
お

ろ
そ
か

に
な

っ
た
。
設
備
機
械
な
ど

の
生
産
財
や
、
衣
料

・
家
電
製
品
な
ど

の
消
費
財

の
品
質
は
、
国
際
水
準
を

い
ち
じ
る
し
く
下
回

っ

た
。
国
産
品
は
粗
悪
品
と

い
う
評
価
が
、
ソ
連

・
東
欧
製
品

の
別
名
と
な

っ
た
。

ソ
連

・
東
欧

で
は
、
生
産
財
は
配
給
制
で
あ
る
が
、
納
期

・
規
格

・
数
量
が
守
ら
れ
る
こ
と

は
稀

で
あ

っ
た
。
国
営
工
業

企
業
や
建
設

図3ソ 連 ・東 欧 の 生 活 水 準
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9209404
蝸 190

135121
105

一

4744

n

台

珈

ユ00

0

西

独

皿

ル
↓

ニ
ア

醐

ソ

垂

甥軌

ず

ラ
ン
ド

獣

ブ
ル
ガ
リ
ア

杁劉

ハ
ン
ガ
リ
ー

韻廊

チ
ェ
コ

食

東

独

②

一

一
一9787

一
一
7773

一] 6663
一

一

 

㎏

㎜

50

0

西

独

ソ

連

ポ
ー
ラ
ン
ド

ブ
ル
ガ
リ
ア

ハ
ン
ガ

リ

ー

チ

ェ

コ

東

独

(注)ル ー マ ニ ア は 不 明

台(3)電 話 台 数(1000入 当 た り,1988年)451

200r190r-,

ユ0

西

独

ポ
ー
ラ
ン
ド

ハ
ン
ガ
リ
ー

ソ

連

東

独

㈱

ル
↓

ニ
ア

功計

チ
ェ
コ

蹴

ブ
ル
ガ
リ
ア

洛働

0



東欧革命と 「開発独裁」体制の終末45

企
業

で
は
、
膨
大
な
労
働
力

の
浪
費

か
行
わ
れ
て
い
る
。
出
勤

し
て
も
仕
事

が
な

い
の
で
あ
る
。
企
業
は
計
画
課
題

の
未
達
成
を
恐
れ
て
、

生
産
財
在
庫

の
拡
充

に
つ
と
め
た
。
生
産
財

の
闇
市
場
が
存
在
す

る
よ
う
に
な

っ
た
。
市
民
消
費
財
は
と

い
う
と
、
こ
れ
ま
た
製
品

の
納

期

.
規
格

.
数

量
が
守
ら
れ
な

い
た
め
に
、
品

不
足
や
商
品

パ

ニ
ッ
ク
が
常
態
と
な

っ
た
。
市
民

は
買

い
だ
め
で
生
活
を
防
衛
す
る
こ
と

(
6

)

に
な
る
。

こ
れ
が
ま
た
品
不
足

や
商
品

パ

ニ
ッ
ク
を
呼
ぶ
。

ソ
連

.
東
欧

の
経
済
制
度

は
、
「
社
会
主
義

計
画
経
済
制
度
」
と
称
さ
れ
て
き
た
が
、
そ

の
内
実

は
、
国
家
統
制
経
済
制
度

で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
国
家
統
制
経
済
制
度

の
起
源
は
、
第

一
世
界
大
戦

(
一
九

一
四
i

一
八
)
の
参
戦
国
、
と
り
わ
け
当
時

の
ド
イ

ッ
の
戦
時
経
済

制
度

で
あ

っ
た
。
国
家
に
よ

っ
て
経
済
は
統
制

さ
れ
、
労
働
力
や
物
資
は
軍
隊
と
軍
需
産
業

に
優
先
的

に
配
分
さ
れ
た
。
食
糧
品
な
ど

の

配
給
制
度
が
し
か
れ
、
人

々
は
耐
乏
生
活
を
強

い
ら
れ
た
。
ち
な
み

に
太
平
洋
戦
争

(
一
九
四

一
1
四
五
)
の
と
き

の
日
本
経
済
も

ま
た
国

家
統
制
経
済

で
あ

っ
た
。
国
民
経
済

の
生
産
-
分
配
-
消
費

の
シ
ス
テ
ム
は
、
政
府

の
行
政
的
命
令

に
よ

っ
て
運
営
さ
れ
た
。
戦
争

に
勝

利
す

る
た
め
の
経
済

シ
ス
テ
ム
、
そ
れ
が
国
家
統
制
経
済
制
度
で
あ
る
。

ソ
連

.
東
欧
諸
国
は
、
第
二
次
世
界
大
戦

(
一
九
三
九
-
四
五
)
の
戦
場
に
な

っ
た
た
め
、
戦
後

の
主
要
課
題
は
、
破
壊
さ
れ
た
国
民
経

済

の
復
興
で
あ

っ
た
。

工
業
、
農
業
、
運
輸
通
信
な
ど

の
復
興

の
た
め
に
は
、
資
源
や

エ
ネ

ル
ギ

ー
な
ど

の
物
的
手
段
や
専
門
家

・
熟
練

労
働
者
が
大
量

に
必
要

で
あ

っ
た
。

し
か
し
そ
れ
ら

の
供
給

は
限
ら
れ
て
い
た
。
そ

の
た
め
強
力
な
権
限
を
も

つ
国
家
が
資
源
、
資
金
、

労
働
力

の
配
分
権
を
独
占

し
、
重
点
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
優
先
的
に
配
分
す
る

シ
ス
テ
ム
は
、

一
定

の
合
理
性
を
有

し
て

い
た
。
市
場

シ
ス

テ

ム
に
ま
か
せ
て
お
け
ぽ
、
目
先

の
利
益
を
追

っ
て
、
儲

か
る
業
種
、
と
り
わ
け
闇
市
場

に
資
金
、
資
源
な
ど
が
流
れ
、
国
民
経
済

の
復

興

テ
ソ
ポ

に
ブ

レ
ー
キ
が
か
か
る
。
資
本
主
義
、
社
会
主
義

の
体
制
を
問
わ
ず
、
経
済
活
動

の
目
的
が
単
純
な
戦
時
経
済
と
戦
後
復
興
経

済

の
場
合
、
強
弱

の
差

は
あ
れ
、
政
府
主
導

の
統
制
経
済
体
制
は
有
効

で
あ

っ
た
、

国
家
統
制
経
済

の
生
産
関
係
は
、
戦
時
お
よ
び
戦
後
経
済
復
興
段
階
、
あ
る

い
は
途
上
国

の
工
業
化
初
期
段
階

の
生
産
関
係
と
し
て
、
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肯
定
的
意
義
を
も

つ
。
道
徳
的
批
判
は
別
と
し
て
、

こ
の
よ
う
な
時
期
、
政
治
的
独
裁
体
制

(開
発
独
裁
体
制
)
を
必
要
と
す

る
こ
と
も
歴

史
的
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
社
会
的
生
産
力
が

一
定
段
階
に
達
す

る
と
、
国
家
統
制
経
済

の
生
産
関
係
は
、
生
産
力
発
展
に
と

っ
て
邪

魔
と
な

る
。
政
治
経
済
体
制

の
改
革
が
日
程
に
の
ぼ

る
。
そ
れ

は
、
改

革
派
と
保
守
派
と

の
闘
争

の
時
代
、
危
機

の
時
代

の
開
幕
を
意
味

す

る
。

ソ
連

・
東
欧
諸

国
は
、

い
ず
れ
も

一
九

六
〇
年
代

に
こ
の
段
階

に
到
達
し
た
。

し
か
し

ソ
連

・
東
欧

の
保
守
派

は
、
根
本
的
改
革

を
拒
否

し
、
骨
抜
き
し
、
妨
害
し
た
。

ソ
連
共
産
党

の
改
革
派

は
、
無
為

の
二
〇
年
を

へ
て
、

ペ
レ
ス
ト

胃
イ

カ
で
危
機

の
時
代
を

の
り

き
ろ
う
と
し
て
い
る
。
東
欧

の
保
守
派

目
共
産
党

は
、
命
脈

の
尽
き

た
国
家
統
制
経
済
制
度
と
政
治
的
独
裁
体
制

の
保
守
を

は
か

っ
た
た

め
、
勤
労
市
民

に
よ

っ
て
、
歴
史

の
く
ず
籠

に
投
げ
捨

て
ら
れ
て
し
ま

っ
た
。

国
家
統
制
経
済
と
レ
ー

ニ
ン
の
理
論
的
誤
り

国
家
統
制
経
済
と
社
会
主
義
経
済
と
は
、
理
論
的

に
別

の
も

の
で
あ
る
。
両
者
を
混
同

す

る
誤
り

は
、

い
つ
始

ま

っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
現
存
社
会
主
義

の
経
済
制
度

(と
政
治
制
度
)
の
原
型
は
、

ス
タ
ー
リ

ソ
時
代

の

一
九
三

〇
年
代

に
完
成

し
た
。

こ
の
と
き
か
ら
国
家
統
制
経
済
制
度
を
社
会
主
義
経
済
制
度
と
み
な
す
見
解
が
唯

一
絶
対

の
教
条
と
な

っ
た
。

ソ

連

の
み
な
ら
ず
世
界
中

に
こ

の
教
条
を
信
奉
す
る
社
会
主
義
者
が
輩
出
し
た
。

お
ど
ろ
く
な
か
れ
、

こ
の
非
科
学
的
な
教
条

が
全
面
的
に

批
判
さ
れ
放
棄

さ
れ
る

の
は
、

ソ
連

で
ペ
レ
ス
ト

ロ
イ
カ
が
本
格
化
し
た

一
九
八
七
年
以
後

の
こ
と
で
あ

る
。

国
家
統
制
経
済
と
社
会
主
義
経
済
と
を
同

一
視
す

る
誤
り
は
、

レ
ー

ニ
ソ

(
一
八
七
〇
1

一
九
二
四
)
に
発
す

る
。

レ
ー

ニ
ソ
は
、

一
九

一
七
年

の
ロ
シ
ア
十
月
革
命
を
勝
利

に
導

い
た
指
導
者
と
し
て
尊
敬
さ
れ
、
そ

の
後

の
ソ
連

の
政
治

.
経
済

.
社
会

.
学
問

.
社
会
主
義

理
論

に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
人
物

で
あ
る
。

こ
の
人
物

の
理
論
的
誤
り

は
、
現
存
社
会
主
義

の
経
済
理
論

に
重
大
な
否
定
的
影
響
を
与

え

る
こ
と

に
な

っ
た
。

レ
ー

ニ
ン
は
、
第

一
次
世
界
大
戦

の
参
戦
国
ド
イ
ツ
の
戦
時
経
済
体
制
を

「
国
家
独
占
資
本
主
義
」
と
規
定
し
、

　
ア

　

こ

の
体
制
と
社
会
主
義
と

の
差
異
を
、
国
家
権
力

の
差
異
、
す
な
わ
ち
ブ

ル
ジ

ョ
ア
権
力
か
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
権
力

か
に
求

め
た
。

い
ま
こ
こ
で
詳
説
す

る
余
裕

は
な

い
が
、

レ
ー

ニ
ン
の
上
記

の
理
解

は
誤
り
で
あ
る
。
戦
時
統
制
経
済
あ

る
い
は

「
国
家
独
占
資
本
主



東欧革命と 「開発独裁」体制の終末4?

義
L

の
時
代
、
国
家

の
力
、
す
な
わ
ち
国
家
権
力
を
構
成
す

る
政
治
家
と
高
級
官
僚
と
資
本
家

の
三
角
形

の
力

は
・
最
強
と
な
る
。

こ
の

鉄

の
三
角
形
を
解
体
し
、
民
主
的
に
つ
く
り
変
え
る
困
難
な
仕
事
が
、
労
働
者
階
級

の
戦
略
的
任
務
と
な

る
。
た
と
え
社
会
主
義
者

の
政

治
集
団
が
頂
上

の
強
襲

に
成
功

し
て
、
国
家
権
力

の
掌
握

に
成
功
し
た
と
し
て
も
、
鉄

の
三
角
形
が
形
を
変
え
て
残
る
。
社
会
主
義
を
冠

し
た
政
治
家
、
高
級
官
僚
、
官
僚
経
営
者

の
三
角
形

の
力
が
再
生
し
、
成
長
肥
大
す

る
。

レ
ー

ニ
ン
死
後

の
ス
タ
ー
リ
ン
時
代

の
ソ
連
が
・

ま
さ
に
そ
う

い
う
社
会

で
あ

っ
た
。

レ
ー

ニ
ソ
は
、
十
月
革
命
を
勝
利
さ

せ
、
国
政

の
担
当
者

に
な

っ
た
と
き
、
「
国
家
独
占
資
本
主
義
」
の
戦
時
経
済
政
策
を
、

ソ
連

の
国

内
戦
時
代

に

「
共
産
主
義
」
政
策
と
し
て
実

行
し
た
。

ソ
連

の

「
戦
時
共
産
主
義
」

は
三
年
足
ら
ず
で
破
綻
し
た
の
で
あ

る
が
・

レ
ー

ニ

ソ
に
は
、
国
家
統
制
経
済
体
制
と

「
共
産
主
義
」
と
の
関
係
、
さ
ら

に
は
政
策
転
換
後

の

「
ネ

ッ
プ
」
と

の
関
係

に
つ
い
て
、
理
論
的

に
総

括
す

る
時
間
が
な
か

っ
た
。
理
論
的
混
乱
を
残
し
た
ま
ま

レ
ー

ニ
ン
は
、

マ
ル
ク
ス
の
も
と
に
去

っ
て
し
ま

っ
た
。

レ
ー

ニ
ソ
の
誤
り

は
・

ス
タ
ー
リ
ン

(
一
八
七
九
ー

一
九
五
三
)
に
よ

っ
て
倍
加
さ
れ
て
受
け
継

が
れ
、
ソ
連
や
そ

の
他

の
社
会
主
義
国
に
広
め
ら
れ
、
国
家
統
制

経
済
制
度

(そ
の
上
部
構
造
と
し
て
の
共
産
党
独
裁
国
家
)
を
社
会
主
義
経
済
制
度

(社
会
主
義
国
家
)
と
強
弁
す
る
理
論
的
・
実
践
的
誤
り
が
・

蓮

の
ペ
レ
ス
占

イ
カ
と
東
欧
革
命

の
発
生
ま
で
つ
づ

い
た
の
で
あ

る
。
わ
れ
わ
れ
は
、

い
ま
そ

の
是
正
過
程
を
目
撃
し
て
鹿

・

、

東
欧
革
命
の
衝
撃
と
ソ
連
の
大
統
領
制

一
九
九
〇
年
三
月
、

ソ
連

に
大
統
領
が
誕
生
し
た
。

ソ
連
史

に
お
け
る
画
期
的
事
件

で
あ

る
。
大
統
領
制

の
導
入
を
急

い
だ
理
由

の

一

つ
は
、
共
産
党
独
裁
政
権
を
倒
し
た
東
欧
革
命
で
あ
る
。
初
代
大
統
領
に
は
ゴ

ル
バ

チ

ョ
フ
共
産
党
書
記
長
が
就
任
し
た
。

ソ
連
大
統
領

は
、
国
家
元
首
と
し
て
、
外
交
交
渉
を
主
導
し
、

ソ
連
軍
最
高
総
司
令
官
を
兼
ね
、
首
相

・
閣
僚

の
任
免
提
案
権
、
議
会
を
通
過
し
た
法

案

の
拒
否
権
を
も
ち
、
宣
戦
布
告
、
戒
厳
令
、
非
常
事
態
を
宣
言
す

る
こ
と
が

で
き

る
。
大
統
領

は
、

ソ
連
連
邦
会
議
を
主
宰

し
・
大
統
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領
会
議
で
内
政

・
外
交
、
国
家
安
全
保
障

の
基
本
方
針
を
決
定
す

る
。
米
仏

の
大
統
領

に
劣
ら
ぬ
大
き
な
権
限
を
も

つ
大
統
領
で
あ
る
。

ゴ

ル
バ

チ

ョ
フ
政
権
が
任
期
五
年

の
強
大
な
権
限
を
も

つ
大
統
領
制

の
導
入

に
踏

み
き

っ
た
理
由
は
、
公
式
に
は
、
「
権
威
主
義
的

で

官
僚
主
義
的
な
社
会
主
義
」

に
決
別
し
、
「
人
間
的
で
民
主
的

な
社
会
主
義
」

に

一
刻
も
早
く

移
行

す

る
た
め
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

①
書
記
長
就
任

か
ら
五
年
を

へ
て
も

不
振
を

つ
づ
け
る
経
済
、
②
わ
き
上
が

る
国
民

の
民
主
化
要
求
、
③
バ

ル
上

二
国

の
分
離
独
立
要
求
、

深
刻
化
す

る
民
族
紛
争
な
ど

の
重
大
問
題

に
、
迅
速
か

つ
効
果
的

に
対
処
す
る
た
め
で
あ

る
。

ペ
レ
ス
ト

ロ
イ
ヵ
は
、
外
交
面
で
は
大
き

く
前
進
し
た
が
、
内
政
面
で
は
成
果

に
乏

し
く
、
経
済
的
困
難
が
増
幅

し

て

い

る
。
市
民
は
こ
う
質
問
し
て
い
る
。
「
教
、兄
て
下
さ

い
、

食
べ
も

の
や
衣
服
や
石
鹸
な
ど
、
基
本
的
な
生
活
物
資
が
こ

の
国
に
ま

る

で
な

い

こ
と
を
、
党

の
指
導
者
た
ち
は
知

っ
て
い
る
の
で
す

㌍大
統
領
制

の
導
入
は
、
九
〇
年
二
月

の
共
産
党
拡
大
中
央
委
員
会
総
会

で
提
起

さ

れ
た
。
同
総
会
は
、
「
共
産
党

の
指
導
性
」
規
定

の

削
除
・
大
統
領
制
導
入
、
政
治
局

の
廃
止
な
ど
党
機
構

の
大
幅
改
革
を
盛
り

こ
ん
だ
政
治
綱
領
を
採
択
し
た
。
そ
れ
か
ら

一
カ
月
余
り
で

憲
法
が
改
正
さ
れ
、
大
統
領
制
度

を
創
設
、
特
例
と
し
て
第
三
回
臨
時
人
民
代
議
員
大
会

で
初
代
大
統
領
が
選
挙
さ
れ
た
。
余
り

に
も
性

急
な
大
統
領
制

の
導

入
は
、
共
産
党

の

一
党
支
配
、
主
権
在
党

を
憲
法
上
保
障

し
た

「
共
産
党

の
指
導
性
」
規
定

の
放
棄
と
密
接

に
関
連

す
る
。
ゴ

ル
バ
チ

ョ
フ
は
、
共
産
党
と
国
家
、
共
産
党
と
政
府
と
を
組
織
的

に
分
離
す

る
こ
と
で
、
共
産
党
が
国
民

か
ら
見
離
さ
れ
て
政

権

の
座

か
ら
転
落

し
て
も
、
ゴ

ル
バ
チ

ョ
フ
ら
改
革
派
が
国
家
権
力
を
保
持

で
き

る
体
制
を

つ
く

っ
た

の
で
あ
る
。
別

の
言
葉

で
言
・兄
ば
、

ペ
レ
ス
ト

ロ
イ
カ
に
反
対
す

る
党
内
保
守
派
に
見
切
り
を

つ
け
、
党
と
国
家
、
政
府

と
を
分
離
し
、
来

る
べ
き
複
数
政
党
制
時
代

の
の
り

き
り
を
目
指

し
た

の
で
あ
る
。

ゴ

ル
バ

チ

ョ
フ
の
脳
裏

に
は
、
東
欧
各
国

に
お
け

る
民
主
主
義
革
命

の
急
展
開

と
、
共
産
党
政
権

の
崩
壊
が
焼
き

つ
い
て
お
り
、
東
欧

の
二

の
舞

い
を
し
て
は
な
ら
な

い
、
と

の
決
断
が
あ

っ
た
。
事
実
、
九
〇
年
三
月

に
行
わ

れ

た
東
ド
イ
ツ
人
民
議
会

(国
会
)
議
員

の
初
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の
自
由
選
挙
で
、
旧
社
会
主
義
統

一
党

u
共
産
党
系

の
民
主
社
会
党

は
第
三
党

(四
〇
〇
議
席
中
六
六
議
席
)
に
転
落
、
第
二

党

の
キ
リ
ス

ト
教
民
主
同
盟

(
一
六
三
議
席
)
を
中
心
と
す

る
保
守
系

の
ド
ィ
ッ
連
合
が
大
勝
し
、
ド
イ
ッ
統

一
を
め
ざ
す
保
守
中
道
政
権
が
発
足

し
た
。

九
〇
年
三
月
ー

四
月
に
行
わ
れ
た
複
数
政
党
制
下

の

ハ
ソ
ガ
リ
i
総
選
挙

で
も
、
旧
社
会
主
義
労
働

者
党

--
共
産
党
系

の
社
会
党

は
第
四

党

(三
八
六
議
席
中
三
一二
議
席
)
に
転
落
、
第

一
党

の
民
主

フ
ォ
ー
ラ
ム

(
一
六
五
議
席
)
を
中
心
と
す
る
非
共
産
党
系
連
立
政
権
が
誕
生
し

た
。
九
〇
年
中

に
他

の
東
欧
諸
国

で
も
、
複
数
政
党
制

の
も
と
で
の
総
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
共
産
党
が
勝
利
す
る
こ
と
は
不
可

(
11
)

能

だ
と
み
ら
れ
て

い
る
。

ソ
連
社
会
の
成
熟
と
複
数
政
党
制

ソ
連
を
は
じ
め
と
す
る
現
存
社
会
主
義

は
、
南
北
問
題

の
視
点

か
ら

い
え
ば
、
南

の
途
上
国
型
資
本

主
義

(資
本
主
義
的
途
上
国
)
と
姉
妹
関
係

に
あ

る
途
上
国
型
社
会
主
義

(社
会
主
義
的
途
上
国
)
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き

る
。

た
と
え
ぽ
資
本
主

義
的
途
上
国

フ
ィ
リ
ピ

ソ
の
マ
ル

コ
ス
独
裁
体
制

は
、
「
開
発
独
裁
」

の
典
型

で
あ

っ
た
が
、
そ
れ
は
、
ソ
連

の
ス
タ
ー
リ
ソ
独
裁
、
中
国

(
12

)

の
毛
沢
東
独
裁
、

ル
ー

マ
ニ
ア
の
チ

ャ
ウ
シ

ェ
ス
ク
独
裁
な
ど
社
会
主
義
的

途
上
国

の

「
開
発
独
裁
」
と
共
通
す

る
特
徴
を
も

っ
て

い
た
。

ソ
連

で
は
、

ス
タ
ー
リ

ソ
独
裁
体
制
が
四
半
世
紀
も

つ
づ
き
、

そ

の
も

と
で
開
発

(工
業
化
)
政
策
が
強
行
さ
れ
た
。
払

っ
た
代
価
は

大
き
か

っ
た
が
、
残
さ
れ
た
遺
産
も
大
き

い
。
そ

の
第

一
は
、
教
育

の
普
及

に
も
と
つ
く
市
民
社
会

の
成
熟

で
あ
る
。

一
九

一
七
年

の
ロ

シ
ア
十
月
革
命
当
時
、

ソ
連
は
国
民

の
大
部
分
が
文
盲
と

い
う
教
育
後
発
国

で
あ

っ
た
。

ソ
連
時
代

の
七
〇
年
間

に
、
国
民

の
教
育
水
準

は
高
く
な

っ
た
。
普
通
義
務
教
育
が
普
及
し
、
同
世
代

の
青
年

の
三
〇
%
以
上
が
大
学
教
育
を
受
け
る
に
い
た

っ
た
。

こ
の
水
準
は
イ
ギ

リ

ス
を
し

の
い
で
い
る
。

教
育

の
普
及
は
、
市
民
社
会

の
成
熟
を
意
味
す

る
。
市
民
社
会

は
、
独
裁
体
制
を
嫌
う
。
万
年
政
権
党

の
共
産
党
は
、
思
想

・
情
報
を

統
制
し
、
市
民

に
盲
従
を
求
め
る
。
だ
が
高

い
教
育
を
受
け
た
広
汎
な
市
民
層

は
、
共
産
党
政
府

の
政
策
や
宣
伝
を
鵜

の
み
に
せ
ず
、
批

判
的

に
受
け
と
め
る
。
さ
ら
に
は
批
判

の
意
志
を
表
明

し
、
広
く
市
民

の
支
持
を
得

る
た
め
に
政
治
活
動
に
の
り
だ
す
。

こ
こ
に
共
産
党
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以
外

の
政
党

の
成
立
基
盤
が
生
ま
れ
る
。
他
方
で
万
年
政
権
党

の
共
産
党

の
官
僚
制
化
と
腐
敗
が
進
行
す
る
。
彼
ら
は
、
批
判
政
党
に
よ

っ
て
権
力

の
座

か
ら
追
放

さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
る
。
そ

こ
で

「
共
産
党

の
指
導
的
役
割
」

な
る
条
項

を
憲
法

の
規
定

に
入
れ

(
一
九
七
七

年
制
定
ソ
連
憲
法
第
六
条
)、

一
党
独
裁

の
法
的
根
拠
を

つ
く

る
。

主
権
在
党

の

「
権
威
主
義
的

で
官
僚
主
義
的

な

社
会
主
義
」
が
出
現
す

る
。

国
家
あ

っ
て
市
民
な
し
の
国
が
社
会
主
義
社
会
だ
と
強
弁
さ
れ
る
。
当
然
、
共
産
党
内
部

に
も
批
判
勢
力
が
登
場
す

る
。
党
内
外
に

巨
大
な
批
判
勢
力

の

エ
ネ

ル
ギ

ー
が
蓄
積
さ
れ

る
。
共
産
党
以
外

の
政
党

の
登
場
は
時
間

の
問
題
と
な
る
。
現
在

の
ソ
連

は
、
ま
さ
に
こ

の
よ
う
な
段
階

に
到
達

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

バ

ル
ト
三
国

の
独
立
問
題

ソ
連
が
直
面
す

る
さ
ま
ざ

ま
な
問
題

の
う
ち
、
国
際
的
に
み
て
民
族
問
題

の
ゆ
く
え
が
最
も
注
目
さ
れ
る
。

ソ
連
政
府
が

こ
の
問
題

の
処
理
を
誤
る
な
ら
ぽ
、
重
大
な
否
定
的
影
響
を
国
際
関
係

に
与
え
、
米

ソ
対
立
、
冷
戦
時
代

に
逆
戻
り
し
か
ね

な

い
。
ゴ

ル
バ

チ
ョ
フ
は
失
脚
し
、
改
革
派
と
保
守
派

の
力
関
係
も
逆
転
す
る
で
あ
ろ
う
。
現
在

ソ
連

に
は
グ

ル
ジ
ア
、

ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ

ャ
ソ
、

ア
ル
メ

ニ
ア
、

モ
ル
ダ
ビ

ア
問
題
な
ど
が
あ
る
が
、
バ

ル
ト
三
国

の
独
立
問
題
が
最
も
突
出

し
た
係
争
問
題

に
な

っ
て
い
る
。

リ

ト
ア
ニ
ア
、

ラ
ト
ビ

ア
、

エ
ス
ト

ニ
ア
と

い
っ
た
聞
き
な
れ
な

い
小
国

の
名
前
が
、

ソ
連
民
族
問
題
と
関
連

し
て
最

近
盛

ん
に
登
場

す

る
よ
う

に
な

っ
た
。

ソ
連

は
名

に
し
お
う
多
民
族
国
家
で
あ
り
、

一
五

の
連
邦
構
成
共
和
国

の
結
合
し
た
連
邦
国
家
で
あ
る
。
上
記
バ

ル
ト
三
国
も

ソ
連
を
構
成
す
る
共
和
国
で
あ
る
。
バ

ル
ト
三
国

の
市
民

は
、
八
九
年
、

ソ
連

の
ペ
レ
ス
ト

ロ
イ
カ
と
東
欧
革
命
に
鼓
舞
さ

れ
て
、

ソ
連

か
ら

の
分
離
独
立
を
要
求
す
る
運
動
を
展
開

し
、
九
〇
年

に
は
あ

い
つ
い
で
独
立
宣
言
を
発
表
、
独
立
を
要
求

し
て
モ
ス
ク

ワ
の
中
央
政
府
と
鋭
く
対
立
す
る
に
い
た

っ
た
。

バ

ル
ト
三
国

の
主
張

は
、
「
独

ソ
不
可
侵
条
約
秘
密
追
加
議
定
書

に
も

と
つ

く

バ

ル
ト
三
国

の
ソ
連

へ
の
併
合
は
、
違
法
無
効
。
五
〇

年
間

不
法

に
併
合
さ
れ
て
き

た
が
、

こ
の
状
態
を
解
消
し
、

一
九

四
〇

年

の
併
合
以
前

の
状
態

を

回
復
す
る
」
。

ソ
連
政
府

の
主
張

は
、

「
ソ
連

へ
の
加
盟

は
合
法
有
効
だ
が
バ

ル
ト
三
国

の
離
脱

の
権
利
を
認

め
る
。
離
脱

は

合
法
的

に
進

め
ら

れ
る
べ
き

で
あ
る
。

一
方
的
独
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立

宣

言

を
撤

回

し
、

ソ
連

か
ら

の
離

脱
手

続
き

を
定

め
た
連
邦

離

脱
法

(九
〇
年
四
月
制
定
)
に
従
え
L

で
あ

る
。

独
立

へ
の
動

き

は
、

リ

ト

ア

ニ
ア

(人

旦

二
六
四
万
人
、
海
外
在
住
人

口

一
〇
〇
万
人
)

が
先

頭

を
切

り
、

エ
ス
ト

ニ
ア

(人
口

一
五
六
万
人
)
、

ラ
ト

ビ

ア

(二
六
五
万

(
13

)

人
)
が

こ
れ

を
追

っ
て

い
る
。

リ
ト

ア

ニ
ア
を
例

に
と
る

と
、

こ

の
国

は

一
二
〇

年

に
お
よ

ぶ

ロ
シ
ア
帝

国

の
支
配

、

五
〇
年

に
お

よ
ぶ

ソ
連

の
支

配
を
う
け

て
き

た
。

ラ
ト
ビ

ア
、

エ
ス
ト

ニ
ア
も

ほ
ぼ

同

じ

よ
う

な
歴
史

を
た
ど

っ
た
。

バ

ル
ト
三

国

の
独
立

は
早
晩

実
現

す

る

で
あ

ろ
う
。

だ
が
無

理

お

し

は
禁

物

で
あ

る
。

モ

ス
ク
ワ
と
バ

ル
ト
三

国

は
、
冷

静

で
ね
ば

り
強

い
交
渉

を
通

じ

て
、
独
立

の
条

件

を
整
備

し
、

ソ
連

と
バ

ル
ト
三

国

と

の
新

し

い
国
家

間
関

係

を
築

い
て

い
く

べ
き

で
あ

る
。
賢

明
な

前

例
が
あ

る
。

そ

れ

は
、

ソ
連

と

フ

ィ
ソ
ラ

ソ
ド

と

の
国
家

間
関
係

で

あ

る
。

発
達

し

た
社

会
主

義

論
議

そ
の
後

ス
タ
ー

リ

ソ
主
義

的
社

会

主
義

と

の
決

別

が
告

げ
ら

れ

る
な

か
で
、
現
在

の
ソ
連

社
会

主
義

を
ど

の
よ
う

に
把

握
す

る
か
を

め
ぐ

っ
て
、

百
家

争

鳴

の
状

態

に
な

っ
た
。

ブ

レ

ジ

ネ

フ
時

代

に
も

て

は
や
さ

れ
た

「
発
達

し
た
社
会

主

義
」

と

い
う

規
定

は
捨

て
去

ら

れ
、

ペ

レ

ス
ト

百
イ

ヵ
時

代

の
現
在

、
「
初

期

社
会

主
義
」
(
A

・
ボ
ヴ
ィ
ン
)、
「
ス
タ

ー
リ

ン
的

な
国
家

・
行

政

的

社
会

主

義
」
、

「
兵

営

型

の
国
家

・
行

政
的

(国
家

.
官
僚
主
義
的
)
社

会

主
義
」

(
A

・
ブ
テ
ソ
コ
)
、

「
兵
営

社
会

主
義
」

(B

・
キ
セ
リ

ョ

フ
)
、
「
行
政
的

・
官

僚

主
義

的
社

会

主
義
」
、
「
官

僚

主
義

的
戦

時
体

制
的

社
会

主
義
」
(
B

・
エ
リ
ッ
イ
ソ
)
、
「
発
展
途

上
社
会

主
義
」
、
「
人

(
14

)

間

的

で
民
主

的

な
社

会

主
義

」

(
M

.
ゴ
ル
バ
チ

ョ
フ
)
な
ど

の
規

定

が
用

い
ら
れ

て

い
る
。

ソ
連

の
あ

る
哲

学

者

に
よ
れ
ば

、

ソ
連

で
は
今

日
、
「
"
発
達

し
た
社

会
主

義

"

の
タ
ー

ム
は

お
お
む
ね

公
式

の
政
治

的
用

語

か
ら
消
え

"
発

展
途

上
社
会

主
義
"

に

お
き

か
え

ら

れ
た
」

と

い
う
。

ゴ

ル
バ

チ

ョ
フ
書

記

長
が

冨
ω。ロ
属
田
δ
日
憲

$

8
長

薗自

ω竃

(α㊦〈
。喜

剛5αq

。。甲

6凶巴
δ
目

発
展
途
上
社
会
主
義
)
と

い
う

用

語
を

使
用

す

る

こ
と
が
あ

る

の
で
、

公
式

用
語

に
な

っ
た

の
で
あ

ろ
う

か
。

ソ
連

社
会

科
学

の
致

命

的
欠

陥

は
、
時

の
ソ
連

共
産

党
指

導

者

の
意
向

に
し

た
が

っ
て
、
「
理
論

」

を
発

明

し

て
き

た

こ

と

で
あ

る
。

ソ
連
社

会

の
現
在

の
発
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展
段
階
を

「
発
達

し
た
社
会
主
義
」
と
し
て
把
握
す
る

こ
と
が
誤
り
で
あ

る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ

の
誤
り
を
基
礎
理
論

に
ま
で
さ
か

の
ぼ

っ
て
解
明
す
る
必
要
が
あ
る
。
発
達

し
た
社
会
主
義
と

い
う

「
そ
ん
な
概
念

は
最
初

か
ら
存
在

し
な
い
と
い

っ
た
ふ
う
を
装

っ
た
り
、
空

虚
な

"
作
り
話
"

だ
と
託
宣
」

し
て
は
な
ら
な

い
。
「
そ

の
都
度

の
首
脳
部

の
気

に
入

る
よ
う

に
歴
史
を
書
き
替
え
、

つ
い
昨
日
ま
で
自

明
と
見
ら
れ
て
い
た

こ
と
を
抹
殺

し
去
る
こ
と
に
慣

れ
て
」

は
な
ら
な
い
。
ゴ

ル
バ
チ

ョ
フ
の
使
用
す

る

「
発
展
途
上
社
会
主
義
」
と
い

(
15

)

う
用
語
が
理
論
的
に
何
を
意
味

し
て

い
る

の
か
、

い
ま

の
と

こ
ろ
不
明
確
で
あ
る
。

お
わ
り
に

か
つ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
現
存
社
会
主
義

に
つ
い
て
こ
う
考
え
た
。
「
既
存

の
前
衛
党

に
よ

る
権
力
代
行
制

は
、

肯
定
的
意
義
を
失

い
否

定
的
要
因

に
転

化
し
つ
つ
あ
る
。
ソ
連
、
ポ

ー
ラ
ソ
ド
、
中
国
な
ど

の
発
展
途
上
社
会
主
義
が
全
面
的

に
活
力
を
と
り
も
ど
し
、

マ
ル
ク

ス
主
義

の
古
典

が
い
う
社
会
主
義

へ
向
け

て
前
進
で
き

る
か
否

か
は
、
時
代
遅
れ
と
な

っ
た
権
力
代
行
制
を
廃
止
し
、
言
葉

の
真

の
意
味

で
の
労
働
者
階
級

の
権
力

を
樹
立
で
き

る
か
否
か
に
か
か

っ
て

い
る
」
。
「
ソ
連
、
中
国
な
ど

の
二
所
有
制
社
会
主
義
国
は
、

い
ま
体
制
的

困
難

に
逢
着

し
て

い
る
が
、
も
し
ソ
連

・
中
国
な
ど

の
支
配
集
団
が
二
所
有

制
社
会
主
義

の
現
段
階

に
満
足
し
、
こ
の
体
制

の
管
理

シ
ス

(
16

)

テ
ム
を
維
持
す

る
た
め
に
強
権
を
行
使
す

る
な
ら
ば
、
勤
労
民
衆
が
決
起
す
る
あ
る
種

の

"
社
会
革
命
"
が
必
至
と
な
る
で
あ
ろ
う
」
。

残
念
な
こ
と
に
、
わ
れ
わ
れ

の
予
測

は
当
た
り
、
天
安
門
事
件
が
起

こ
り
、
東
欧
革
命
が
起

こ

っ
た
。
社
会
主
義
敗
北
論
、
社
会

主
義

ダ

メ
論
が
日
本

の
論
壇
を
に
ぎ
わ
せ
て
い
る
。
現
存
社
会
主
義
、
と
り
わ
け
東
欧
社
会

主
義

は
ど

こ
に
行
く

の
だ
ろ
う

か
。
資
本
主
義

に

向

か
う
と

い
う
説
が
あ
り
、
社
会
民
主
主
義

に
向
か
う
と
い
う
説
も
あ
る
。
方
向
を
決
め
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
国

の
勤
労
市
民
で
あ
る
。

社
会
主
義

の
時
代
、
正
確

に
は
途
上
国
型
社
会

主
義

の
時
代

を
四
〇
年

間
経
験
し
た
東
欧

の
勤
労
市
民
は
、
捨
て
る
べ
き
も

の
と
、
捨

て

て
は
な
ら
な

い
も

の
と
を
、
選
別
す

る
で
あ
ろ
う
。



革
命

の
季
節
が
す
ぎ
、
経
済

の
季
節
が
や

っ
て
く
る
。
お
そ
ら
く
、
「
制
限

さ

れ

た
市
場
経
済
」
以
外

に
選
択
肢

は
な

い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
そ
こ
で
は
資
本

の
論
理
が
貫
徹

し
、
弱
肉
強
食

の
状
態
が
起
き
る
で
あ

ろ
う
。
ぬ
る
ま
湯

に
ひ
た

っ
て
き
た
純
朴
な
東
欧

は
、
西

側
先
進
国

の

「
経
済
的
植
民
地
」
に
転
落
す
る
可
能
性
が
あ

る
。
そ

の
と
き
東
欧

の
勤
労
市
民
は
、
あ

ら
た
め
て

「
市
場

の
失
敗
」
や

「
市

場

の
暴
力
」
を
学
び
、
「
制
限
さ
れ
た
市
場
経
済
」

の
制
限

に
向
か

い
、
政
府

に
よ
り
広

い
公
共
政
策

の
実
行
を
迫

る
で
あ

ろ

う
。
さ

ら

に
言
、兄
ば
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
統
合
が
進
む
な
か
で
、
二

一
世
紀
を
迎
え
る
と
き
、
国
境
を
越
え
て

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
左
翼

の
結
集
が
進
み
、
ア
フ

リ
カ
、
西
ア
ジ
ア
を
加
え
た
拡
大

ヨ
ー

冒
ッ
パ
規
模

で
、
最
適
社
会

シ
ス
テ
ム
や
最
適
経
済

シ
ス
テ
ム
の
模
索
が
始
ま
る
に
ち
が
い
な

い
。
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〈
注
〉

(
1
)

東
欧
革
命
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
文
献
が
出
版

さ
れ

て

い
る
。
さ
し
あ
た
り
次

の
文
献
を
参
照
さ
れ
た
い
。
『激
動

の
東

ヨ
ー
胃
ヅ
パ
』
日
本

共
産
党
中
央
委
員
会
出
版
局
、

一
九
九
〇
年
。
毎
日
新
聞
外
信
部
編

『
1
9
8
9
年
革
命

東
欧
、

ソ
連

の
明
日
を
問
う
』
毎
日
新
聞
社
、

一
九

九
〇
年
。
加
藤
哲
郎

『東
欧
革
命
と
社
会
主
義
』
花
伝
社
、

一
九
九
〇
年
。
南
塚
信
吾

・
宮
島
直
機
編

『舶

・
東
欧
革
命
』
講
談
社

現
代
新
書
、

一
九
九
〇
年
。
南
塚
信
吾

『
ハ
ソ
ド
ブ

ッ
ク
東
欧
諸
国
』
岩
波
書
店
、

U
九
九
〇
年
。

(
2
)

F

.
フ

ェ
イ
ト

『
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
の
東
欧
』
熊

田
亨
訳
、
岩
波
書
店
、

一
九
七
九
年
、
同

『
ス
タ
ー
リ
ソ
以
後

の
東
欧
』
熊

田
訳
、
岩
波
書

店
、

一
九
七
八
年
。

一
九
六
八
年

の
チ

ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
の
民
主
化
運
動

「プ
ラ

ハ
の
春
」
は
、

ソ
連
を
は
じ
め
と
す
る
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構

五
力
国
軍
に
よ

っ
て
軍
事
弾
圧
さ
れ
た
。
事
件
当
時

の
チ

ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
共
産
党
書
記

ム
リ
ナ
ー
シ
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
ド
プ

チ

ェ
ク
第

一
書

記
ら
チ

ェ
コ
ス
ロ
パ
キ
ァ
政
府
"
共
産
党
の
指
導
者
は
モ
ス
ク
ワ
に
連
行
さ
れ
、

ソ
連
共
産
党
書
記
長
ブ

レ
ジ
ネ
フ
か
ら
こ
う
言

い
わ
た
さ
れ
た
。

「第
二
次
世
界
大
戦

の
結
果
は
ソ
連

に
と

っ
て
不
可
侵

の
も

の
で
あ
る
か
ら
、
新
し
い
戦
争

の
危
険

を
冒
し
て
で
も
守
る
。
こ
の
よ
う
な
危
険
を

か
け
て
、

ソ
連
は
チ

ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
へ
の
干
渉
を
実
行
し
た
の
だ
。
し
か
し
、
今
は
こ
の
よ
う
な
戦
争

の
危
険
は
な

い
。
わ
た
し
は
ジ

ョ
ン
ソ

ン
大
統
領
に
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
今
で
も
ヤ
ル
タ
と
ポ
ツ
ダ

ム
の
会
議

の
結
果
を
完
全
に
承
認
す
る
か
、
と
問
い
合
わ
せ
た
。
八
月

一
八
日
に
つ

ぎ
の
よ
う
な
回
答
を
受
け
取

っ
た
。

チ

ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
と

ル
ー

マ
ニ
ァ
に
つ
い
て
無
条
件
に
承
認
す
る
が
、

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
か
ら
も
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
回
答
だ
。
き
み
た
ち
に
都
合
の
よ
い
こ
と
が
起
こ
る
と
思
う
か
ね
。
何
も
起
こ
ら
ん
よ
。
戦
争

に
は
な
ら
ん
。
同
志

チ
ト
ー
や

チ
ャ
ウ
シ

ェ
ス
ク
、
そ
れ
に
同
志
ベ
ル
リ
ン
グ

エ
ル
も
演
説
は
ぶ
つ
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
ど
う
な
る
。
き
み
た
ち
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は
西

ヨ
ー

ロ
ヅ
パ
の
共
産
主
義
運
動
を
当
て
に
し
て
い
る
が
、
あ
ん
な

も

の
は
五
十
年
前
か
ら
、
何

の
役

に
も
た
た
ん
L
(ズ
デ
ネ
ク

.
ム
リ
ナ

ー
シ

『
夜
寒

プ
ラ

ハ
の
春
の
悲
劇
』
相
沢
久

・
三
浦
健
次
訳
、
新
地
書
房
、

一
九
八
〇
年
、
三
六
四
⊥

一一六
五
ペ
ー
ジ
)。

ヤ
ル
タ
体
制

の
本

質
と
米
ソ
の
大
国
覇
権
主
義
を
露
骨
に
示
し
た
事
実
が
証
言
さ
れ
て
い
る
。

(
3
)

ソ
連

の
ペ
レ
ス
占

イ
カ
、
東
欧
の
民
主
主
義
革
命

の
影
響
を
う
け
て
、
ア
ジ
ァ
の
モ
ソ
ゴ
ル
人
民
共
和
国
に
も
民
主
化

の
波
は
お
し
よ
せ
、

モ
ソ
ゴ
ル
人
民
革
命
党

(共
産
党
)
は
、
「党

の
指
導
性
」
規
定
を
放
棄
し
、
複
数
政
党
制
を

認
め
る
憲
法
改
正
に
踏
み
き

っ
た
。
朝
鮮
労
働
党

(共
産
党
)
と
中
国
共
産
党
は
、

一
九
九
〇
年
現
在
、
「党

の
指
導
性
」
規
定
を
守

っ
て
い
る
。

(
4
)

ス
ヴ

ェ
ル
ド

・
フ
ス
ク
州
党
委
員
会
第

毒

記
、
党
中
央
委
員
会
建
設
部
長
、
党
中
央
委
員
会
書
記
、

モ
ス
ク
ワ
市
党
委
員
会
第

妻

記
、
党

中
央
委
員
会
準
政

治
局
員

と

い
う
要
職
を

歴
任

し
た

ノ
メ
ソ
ク
ラ
ト

ゥ
ー

ル
シ
チ

ク
の

エ
リ

ッ

イ
ソ
は
、

ソ
連

の

「
赤

い
貴
族
」

の
特
権
を

暴
露

し
・
「
二
〇

人

の
た

め

の
共
産
主
義

」
と

い
う

一
文
を
発
表

し
た
。
ト

ッ
プ

・
エ
リ
ー
ト
に
と

っ
て

ソ
連

は
、
「
必
要

に
応
ず

る
分
配
」
が
実

現
し

た
共
産
主
義
社
会

で
あ

る
。

チ

ャ
ウ

シ

ェ
ス
ク
や

ホ
!
ネ

ッ
カ
ー
、

フ
サ
ー

ク
ら
東

欧

の

「
赤

い
貴

族
」
も
ま
た
、
共
産
主
義
社
会

を
楽

し
ん
だ

の
で
あ

る

(
ポ

リ

ス

・
ニ
リ
ツ

イ
ソ

『
告
白
』

小
笠
原
豊
樹

訳
、
草
思
社

、

一
九
九
〇
年
)
。

(
5
)

ソ
連

の

ス
タ

ー
リ

ソ
書
記

長
は
三

二
年
、

ハ
ン
ガ
リ

ー
の
カ
ダ

ル
書

記
長
も
三

二
年
、
東

ド

イ

ッ
の
ホ
ー
ネ

ッ
カ

ー
書
記
長

は

一
八
年
、

チ

ェ

コ
ス

ロ
パ
キ

ァ
の

フ
サ
ー

ク
書
記
長

は

一
八
年
、
ブ

ル
ガ

リ
ア
の
ジ

フ

コ
フ
書
記
長

は
三
五
年

、

ル
ー

マ
ニ
ア
の
チ

ャ
ウ

シ

ェ
ス
ク
書
記
長

は
二

四
年

と
・
現
存
社
会

主
義

国

の
指
導
者

は
、

異
常

に
長

い
期
間
要
職
を

独
占
し

て
き

た
。
朝

鮮

の
金

日
成
首

相
は
在
任
四

二
年

で
あ
り
、
九
〇
年

現
在
記

録
を
更
新
中
、

ギ
ネ

ス
ブ

ッ
ク
に
記
録

さ
れ

る
で
あ

ろ
う
。

(
6
)

蓮

・
東
欧
の
勤
労
民
衆
は
飢
餓
線
上
を
さ
ま
よ

っ
て
い
る
、
と
し
て
は
な
ら
な
い
。
家
庭
内
在
庫
、

つ
ま
り
買
い
だ
め
で
生
活
防
衛
を
は
か

り

、

つ
ま
し
く
暮

ら
し

て

い
る

(
ロ
イ
ス

・
フ

ィ

ヅ
シ

ャ
ー

閣
ル
ー
ゲ

『
タ
ー

ニ
ャ
の
テ

ィ
ー

タ
イ

ム
』
桑
島

健

一
.
深
沢
雅
子

訳
、

平
凡
社
、

一
九
八
九
年
、

同

『
ソ
連

市
民
二
〇
〇

人
と

の
対
話
』
深

沢
雅
子
訳
、

平
凡
社
、

一
九

九
〇

年
)
。
激
動
す

る

ソ
連

.
東
欧

の
経
済

に

つ
い
て
は
、

『
経
済
』
編
集

部
編

『
ど

う
な

る

ソ
連

・
東
欧

経
済
』

新
日
本
出
版
社

、

一
九
九
〇
年

、
を
見

よ
。

(
7
)

レ
ー

ニ
ソ

「
さ

し
せ
ま

る
破
局

、
そ
れ
と
ど

う
た
た

か
う

か
」
大

月
書

店
版

L
全
集
⑳
、

池
上
淳

『
国
家
独
占
資
本
主
義
論
』
有
斐
閣
、

一
九

六
五
年
。

(
8
)

ス
ぞ

リ
ソ
は
、
そ

の
独
裁
体
製

固
め
空

九
三
六
年
に
、
「
ソ
ヴ

言

社
会
は
、

す

で

に
基
本
的
に
社
会
主
義
を
実
現
し
、
社
奎

義
体

制
を

つ
く
り
だ
す
こ
と

に
成
功
し
た
。
す
な
わ
ち
、

マ
ル
ク
ス
主
義
者
が
別

の
言
葉
で
共
産
主
義

の
第

一
段
階
あ
る
い
は
低
い
段
階
と
呼
ん
で
い

る
も

の
を
実
現
し
た
」
と
強
弁
し
て
、
そ

の
後

の
理
論
的
誤
謬
、
ボ
タ
ソ
の
か
け
ち
が
え
の
端
初
を

つ
く

っ
た

(
ス
タ
!
リ

ン

「
ソ
連
憲
法
草
案
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に

つ
い
て
L
『
ス
タ
ー
リ

ソ
全
集
』

⑭
、

ス
タ

ソ

フ
ォ
1
ド
大
学

ブ
ー
ヴ

ァ
ー
戦
争

・
革
命

・
平
和
研
究
所
、

一
九

六
七
年

・

一
四
九

ぺ
ー
ジ
)
。

(
9
)

九
〇
年
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
、
憲
法
改
正
の
ほ
か
、
賃
貸
法
、
農
地
の
私
的
所
有
を
認
め
た
土
地
薬

法
・
生
肇

段
の
市
民
的
所
有
を

認
め
た
所
有
権
法
な
ど

の
重
要
法
案
が
採
択
さ
れ
た
。
大
統
領
選
挙
の
侯
補
者
は
ゴ
ル
バ
チ

ョ
フ

一
人
で
あ

っ
た
。
投
票
総
数

一
八
七
八
票
・
賛

成

=
ご
二
九
票
、
反
対
四
九
五
票
、
無
効
五
四
票
、
欠
席

・
棄
権
三
六
七
票
で
あ

っ
た
。

(
10
)

市
民
の
声

は
、

エ
リ
ッ
イ
ソ

『
告
白
』
、

一
四

一
ペ
ー
ジ
よ
り
引
用
。
週
刊
紙

『
モ
ス
ク
ワ

・
ニ
ュ
ー
ス
』

(
一
九
九
〇
年
第

一
〇
号
)
は
・
ソ

連

に
月
収
七
八
ル
ー
ブ

リ
以
下
の
貧
困
者
が
四

一
〇
〇
万
人
お
り
、

一
八
歳
以
上
の
ソ
連
市
民

の
約
二
〇
%
を
占
め
る
と
報
道
し
た
。
貧
困
者

の

月
収
は
平
均
賃
金
の
三
分
の

一
以
下
で
あ
り
、
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
る
の
は
、
年
金
生
活
者
、
未
婚

の
母
、
母
子
家
庭
、
身
体
障
害
者
、
失
業

者

で
あ
る
。
共
和
国
別
に
み
る
と
、
中
央

ア
ジ
ア
で
は
人

口
の
半
数
か
ら
三
分

の

{
以
上
が
賃
困
者
層

に
属
し

(タ
ジ
ク
共
和
国
五
八

・
六
、
ウ

ズ

ベ
ク
四
四

.
七
、
キ
ル
ギ

ス
三
七

.
一
、
ト
ル
ク
メ
ソ
三
六

・
六
)
、
民
族
対
立
が

つ
づ
く

ア

ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ソ
共
和
国
三
三

.
三
・
ア
ル
メ

ニ
ア
共
和
国

一
八

.
一
%
で
あ
る
。

ロ
シ
ァ
共
和
国
は
六

・
一
%
、
独
立
を
求
め
る
バ

ル
ト
三
国
は
三
%
台
と
貧
困
者

の
比
率
は
最
低
で
あ
る
。

(
11
)

東
ド
イ
ツ
人
民
議
会
選
挙

の
党
派
別
議
席
数

は
次

の
通
り
。
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟

(
C
D
U
)

一
六
三
、
社
会
民
主
党

(
S
P
D
)
八
八
、

民
主
社
会
党

(
P
D
S
)
六
六
、
社
会
同
盟

(
D
S
U
)
二
五
、
自
由
民
主
同
盟
二

一
、
九
〇
年
連
合

=

一、
民
主
農
民
党

(
D
B
D
)
九
、
緑

の
党

.
独
立
婦
人
同
盟
八
、
民
主
主
義

の
出
発
党
四
、
国
民
民
主
党
二
、
民
主
婦
人
同
盟

}
、
統

}
左
派
行
動

一
。

ハ
ソ
ガ
リ

ー
国
会
議
員
選
挙

の
党
派
別
議
席
数
は
次

の
通
り
。
民
主

フ
ォ
ー
ラ
ム

一
六
五
、
自
由
民
主
同
盟
九
二
、
独
立
小
農
業
者
党
四
三
、
社
会
党
三
三
、
青
年
民
主
連
盟

一
=

、

キ
リ
ス
ト
教
民
主
国
民
党
一
二

、
そ
の
他
十

一
。

(
12
)

菊
池
昌
典
編

『社
会
主
義
と
現
代
世
界
1

社
会
主
義
革
命
』
山
川
出
版
社
、

一
九
八
九
年
、

一
ニ
ー

一
六
ぺ
!
ジ
。

(
13
)

一
九
三
九
年
八
月
二
三
日
、
独
ソ
不
可
侵
条
約
調
印
、
そ

の
秘
密
追
加
議
定
書
で
ポ
ー
ラ
ソ
ド
の
分
割
、

エ
ス
ト

ニ
ア
、
ラ
ト
ビ
ア
の
ソ
連
勢

力
圏

へ
の
編

入
を
決
め
る
。
同
年
九
月

一
日
、
ド
イ
ツ
は
ポ
ー
ラ
ソ
ド
侵
略
を
開
始
、
九
月
三
日
、
英
仏
両
国
は
ド
イ
ッ
に
宣
戦
布
告
・
第
二
次

世
界
大
戦
が
始
ま

っ
た
。
同
年
九
月

一
七
日
、
ソ
連
軍
は
ポ
ー
ラ
ソ
ド
侵
略
。
同
年
九
月
二
三
日
、
独

ソ
友
好

・
境
界
条
約
が
結
ば
れ
・
そ

の
秘

密
追
加
議
定
書
で
リ
ト
ア

ニ
ア
の
ソ
連
圏
編
入
が
決
定
さ
れ
た
。
二

つ
の
秘
密
追
加
議
定
書
お
よ
び
バ
ル
ト
三
国
問
題
に

つ
い
て
は
、
次
の
文
献

を
見
よ
。
『
世
界
政
治
資
料
』

一
九
八
九
年
九
月
下
旬
号
、
十
月
上
旬
号
、
『東
欧

・
バ

ル
ト
三
国
と
社
会
主
義
』
日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
出
版

局
、

一
九
八
九
年
。

(
14
)

ア
フ

ァ
ナ
シ

エ
フ
編

『
ペ
レ
ス
ト

ロ
イ
カ
の
思
想
』
群
像
社
、

一
九
八
九
年
、
二
三
四
ペ
ー
ジ
、

エ
リ
ツ
ィ
ソ

『
告
白
』

一
六
〇
、

咽
七
四
1

一
七
五
、
二
五

一
ペ
ー
ジ
。
小
島
敦

『
ソ
連
知
識
人

ペ
レ
ス
ト

ロ
イ
カ
を
語
る
』
読
売
新
聞
社
、

一
九
九
〇
年
、
二

一
ペ
ー
ジ
。
発
達
し
た
社
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会
嚢

の
建
設
な
ど
認
め
て
い
な
い

エ
リ
ッ
ー
ソ
は
、
日
本
人
学
生

と

の
討
論
で
、

面
白
い
.と

を
暑
、
っ
て

い
る
。
「
ソ
連

の
歴
代
指
馨

は
、

自
分
が
死
の
床
に
伏
し
た
と
き
に
、
"自
分
が
建
て
た
主
義

の
段
階
は
、

一
体
何

と

い
う

名
前
が
付
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
"
と
い
う
よ
う
な

.」

と
を
考
え
て
き
芒

た
・
国
民
の
生
活
が
悪
く
な

っ
た
こ
と
は
ど
う
で
も

い
い
わ
け
で
す
。
重
要
な
.と

は
、
そ
の
指
薯

の
指
覇

間
に

"
社

会
嚢

の
新
し
い
段
階
が
築
か
れ
た
"
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
大
覆

の
で
す
。
あ
る
指
薯

の
期
間
に
は
、
"
社
奎

蓬

設
姦

め
た
"
と

い

う
段
階

で
し
た
・
そ
れ

か
ら
・
〃
建
設
を
終

了
し
か

と

い
う

こ
と
が

　一p
わ
れ
た
。
そ

の
次

の
指
導
者

の
期

間
に
は
、

"
後
戻
り

の
き

か
な

い
よ
う

な
最
終
的
な
社
奎

義
が
建
設
さ
れ
た
"
と

い
う
ふ
う
≦

・
わ
れ
た
。
そ

の
次

に
は
、
"
発
達
し
た
社
会
主
義
が
建
設
さ
れ
た
〃
ξ

.わ
れ
た
わ

け
で
す
・
そ
れ
で

一
九
八
五
年

に
新
し

い
リ
麦

ぷ

登
場
し
た
。
"
一
体
、
何
を
わ
れ
わ
れ
鐘

設
し
た
の
か

と
振
り
返

っ
て
み
た
ら

"
社

会
嚢

な
ん
か
ま

っ
た
く
な
い
じ

ゃ
な

い
か
"
と
い
う
結
論
に
な

っ
た
L
(『
文
芸
春
秋
』

一
九
九
〇
年
一看

号
)。
日
本
共
産
党

の
宮
本
顕
治
議

長
は
・

一
九
七
九
年
末
に
訪
ソ
し
、
共
同
声
明
を
作
成
し
た
さ

い
、

ソ
連
側
が
声
明
に

「発
達
し
た
社
会
嚢

」
を
入
れ
る
よ
う
強
健

主
張
し

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る

(宮
本
顕
治

異

産
主
義
運
動
の
蒙

問
題
』
新
日
奮

版
社
文
庫
、

一
九
九
〇
年
、
九
五
ぺ
↓

)。

(
51
)

『
ペ
レ
ス
占

イ
ヵ
の
思
想
』
、
三
四
七

ぺ
↓

、
発
展
途
上
社
会
主
義
と
い
う
概
念
を
重
視
す
る
者
と
し
て

;
一、し
て
お
き
た
い
。
た
し
か
に

ゴ
ル
バ
チ

ョ
フ
は
・
℃
9・
謹

磐

量

。
§

量

』
疑

と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る

(「
ゴ

ル
バ
チ

ョ
フ
選
集
』
露
文
第
四
巻
、

亥

ク
ワ
、

一

九
八
七
年
・

一
δ

・
三
〇
二

ぺ
↓

)
。
し
か
し
そ

の
用
法
些

般
的

で
あ

り
、

蓮

社
会
主
義

の
籍

づ
け
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。

日
本
で
の
訳
語

は
・
「発
達
中
の
社
会
主
義
」

(井
手
聲

一
『
中
国
社
会
主
義
と
経
済
肇

』
法
律
文
化
社
、

一
九
八
八
年
、
三
三
ペ
ー
ジ
)、
「発

達
し

つ
つ
あ
る
社
会
嚢

(下
斗
米
伸
夫

『
ゴ
ル
・ハ
チ

ョ
フ
の
時
代
』
岩
婆

居

、

一
九
八
八
年
、
五
六
ぺ
↓

)
、
「発
展
し

つ
つ
あ
る
社
会
主

義
」・
「発
展
途
上

の
社
会
主
義
」
(董

和
子

『
中
国
と
蓮

』
岩
波
毒

、

一
九
八
九
年
、

西

三
、

毛

八
、

天

六
ぺ
↓

)
な
ど

が
あ

る
・
発
展
途
上
国
の
こ
と
書

シ
ァ
語
で
は

奮

毫

δ
屋

窒

§

臣

と
い
う
。

し
た
が

っ
て
訳
語
は
、
「
発
展
途
上
の
社
会
主
義
」
も
し

く
は

「
発
展
途
上
社
会
主
義
」
が

よ
い
と
思
う
。

(
16
)

中
村
平
八

『発
展
途
上
社
会
主
義

の
研
究
』
白
桃
書
房
、

一
九
八
八
年
、
六
二
、

一
九

一
ペ
ー
ジ
。


